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１．研究計画の概要 
 自己の利得のみ追求する利己的主体に立
脚した既存理論で，構造的・戦略的に同値で
あるとされたオークションの４つの基本形
を，相互にスパイト的に行動する主体を仮定
して理論・実験的に再考察し，基本形間にお
ける同値性の崩壊を理論・実験両面で立証す
る。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)2007～2009 年度中は，オークションの 4
つの基本のうち，「競り」方式と「第 2 価格
入札」の同値性について，相手の利得を下げ
てほくそえむ「スパイト」的主体と，相手の意図
に反応して必要があれば報復する互恵的主
体の２種類を考え，そのような主体が，「競り」
方式と「第２価格入札」方式においてどのよう
な入札行動をするかについて理論分析と実験
分析を行った。その結果，互恵的主体を想定
した場合の均衡入札集合では，利己的主体
の想定下で生じた不効率な結果は消滅し，小
さい均衡集合が出現することを見た。この現
象は，競争相手の情報が不完全であるほど，
顕在化しにくい。これらの結果は，実験検証
によってほぼ有意に立証され，「競り」方式が
人間行動との親和性に優れていることを示し，
第 2 価格入札方式の利用が稀な理由の一つ
を提唱した。この成果を 2009年度中にまとめ，
学術雑誌に投稿中である。 
(2) 2009年度途中から2010年度にかけては，
他の２つ基本形である，「ダッチオークション
」と「第1価格入札」方式との同値性について
分析を開始した。この２つの方式の同値性は
実験室では崩壊し，ダッチオークションの方が
低い価格を形成することが観察されていたが，

現在までの長期にわたって同値性崩壊の原因
は不明とされてきた。本研究において，互恵的
主体を導入した場合の均衡入札集合を特定し
，そこでは主体間における心理的相互作用に
よって，形成される価格はダッチオークション
の方が低くなることを明らかにした。この心理
的効果は，競争相手に関する情報が完全なと
きに観察しやすいことから，２つの情報条件を
使った比較実験分析でより明らかにできる可
能性が高い点で，検証性に優れている理論仮
説と言える。H21年度にまとめた実験分析にお
いては，上記の仮説はほぼ支持されたと言え
，これまでのオークション研究に一石を投じる
内容だと期待される。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
研究計画の概要にあるように，本研究は，既
存理論で仮定する主体を互恵的主体に拡張
し，現在の行動経済学で観察されている行動
と整合性をもたせたときに，オークションの
４つの基本形に関する同値性定理の崩壊を
示すことができることを立証することにそ
の目的がある。現在までに，４つの基本形の
うち，「競り」と「第 2 価格入札」に関して
は，理論・実験分析を完了し，論文を作成し
て雑誌に投稿中である。他の基本形，「ダッ
チオークション」と「第 1 価格入札」につい
ても，現在理論・実験分析とも順調に進展し，
2009 年度中に行った学会発表でも好評価を
受けた。2010 年度中にも，研究報告を継続
し，論文作成を進める予定である。 
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４．今後の研究の推進方策 
2010年には，ダッチオークションと第1価格入
札方式について理論分析の精緻化を進め，実
験データの収集を行い，研究成果を論文にま
とめ，査読付き学術雑誌へ投稿する予定である
。 
また，関連する研究として，互恵的心理作用があ
る場合の，リスクに対する選択行動分析にも着手
したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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